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平安時代における刺繍用途の変遷
一平安時代の文献の記述を基にしてー
Change in血euse of embroidery in白eHeian Period 
-Based on the description of documents in the Heian Periodー
1. はじめに
桜井彩・長崎巌
























時代 図作年代 分額 作品名 種別 主な使用銭法 当初の飽厩宥 健作理由 所蔵
鷹島 622 察敏 天碍図舗甑 館組 まつり鎗 抱古天a 思笛太子の死 中古寺
飛島 民栂回目 家敏 夫人文信足慰 錨 両面纏針 法隆寺 金銀溜頂鍋 麗毘量産術館
窃良 752 宗敏 花喰島文刺繍翻 舗 刺し舗、創虫、駒鍋 東大寺 東大寺大仏関現 正倉駿
事良 752 家重量 ’書庫銀文疎玉鈎制11穆残欠 司書 IJし鎗 東大寺 東大寺大仏関恩 正倉錠
高良 757 寂位 店花文信回 舗 刺し舗、まつり舗 東大寺 盛震天皇ー周忌 銀湾lit術館
高島 757 京敏 店花文幡身 幡 刺し舗、駒舗 京大智 盛民夫血一周忌 MOA 量産術館
奈良 757 E詩叡 街 E文糧問 帽 刺し舗、駒舗 東大寺 盛震天I証ー淘忌 定倉需産
奈良 757 京敏 童相沼文錨翻 鑓 制し鑓‘駒舗 東大寺 I武夫血一周忌 定倉続
奈良 757 京敏 花樹孔雀文IJIJII醤 鑓 ’BJl,舗 東大寺 盤武夫虫一周忌 定倉院
奈良 799 司自 寝重量 宝網f;1l!f1.t文夫蓋霊飽 盈飽 制し館、銀繍 東大寺 東京国立樽物館
容良｛店｝ 800頃 宗敏 濁子昭温JiPl文民 錨 創鎗 留祖母予
奈良｛店｝ 800頃 京事量 如来臨溢箆｛勧修守録鍋｝ 舗仏 餓舗、相良 勧修寺 事良国立博物館
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表I－鎌倉時代以降の実物資料
時代 健作年代 分額 作品名 種別 主主使用袋詰 当初の使用者 思作理由 所鼠
鎌倉 13C 宗敏 大日如来像 鎗仏 制し舗、平舗、まつり 厳島神社 細身袈術館
鎌倉 13C 宗敏 不動明王＝•予倫 舗仏 制し舗 浜伝市
鎗n 1323-132! 宗敏 三味m錨 帽 制しi晴、まつり、留鋪 兵主大社 窃良国立憎物館
鑓倉 14C 宗敏 種子商界畳ltll図 筒仏 刺しi筒、留鎗、まつり．返し鏑 太山寺
鑓倉 14C 議事量 五醤文猿轡撞像 舗仏 剥し舗、半返しi鴎‘杢糸 大和文恵館
鎌倉 14C 京敏 釈迦・阿弥陀ニ噂像 a仏 制し舗、留筒、駒舗、平鍋 個人
鎌倉 14C 宗敏 阿弥陀三琢来週図 舗仏 制しt覇、留舗、返し舗、まつり舗 徳川!I(!術館
鎌倉 14C 京敏 種子阿弥陀三事事像 舗仏 刺し舗、平館、まつり、回餓 高野山鍾農民 個人
観念 14C 京事量 種子阿弥陀三＃偏 繍仏 f!Jし舗、平舗、まつり、国繍 MOA焚術館
飯倉 14C 京敏 述軍経方便舗＝断簡 経文 個人
an－室町 14C 泉観 阿弥胞三車庫来週図 舗仏 f!Jし舗、平繍、車つり、留舗 中宮寺
飽倉～宜町 14C 寝自量 阿弥隠三却来辺国 舗仏 刺し舗、平舗、まつり、尉舗、回繍 神光院 個人
創倉田室町 14C 家敏 阿弥胞三.. 来辺国 繍仏 事H，舗、まつり
鎌倉～宣町 14C 宗敏 種子阿弥陀三.. 像 鋪仏 剥し舗、平鋪．まつり、留舗 個人
鱒倉～宣町 14C 宗敏 穴字名号 舗仏 輔し舗、平舗、まつり．留舗 l守常福地｛江戸初銅） 主鑓寺
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書名 商店 年代
iE：禽磁文書 793 800 
2 定倉院文魯 811 800 
3 ま倉院文書 811 800 
4 翻緊三代格 815 800 
5 文穆努.. 818 脱却
6 文句史録 S鈎 BOO 
7 本朝文斡 8槌 BOO 
8 安S縛資守財備値芭線 871 BOO 
9 嘗曹寧獄後文事.鱒鏑 叡掬 制lO
10 筑資前財園但観音守 905 制加
1 土帝宮鶴聖徳法王 917 制加
12 貞慣公E 鍵5 割加
13 勧修~文書 鎗5 明lO
14 勧修寺文書 宮25 割lO
15 亘書式 型~ 900 
16 九鹿 9印 制加
17 後鏑富島 951 900 
18 内御事毘Ilk合 官邸 割抱
肉店取合
、宮 殴よ日E 960 割lO
｛歳入日記｝
20 内仮E名取目合毘甲 960 鎖国B
21 仮内寝名殴目合配Z 割拘 900 
22 肉Biik合 弱。 割耳目仮名自民肉
23 内事叡合 鈴0 曹叩御毘
内Biik合
24 廠土日E 弱。 割調。
傭人日記）
25 内書敬合 9印 制加仮名目E甲
26 肉Biil合 9関 900 仮名目毘乙
27 
内雇取合 制珂 製畑置名目E乙
28 内事殴合 9関 900 仮名目毘丙
共立女子大学家政学館紀要第 62号 (2016) 
表m－平安時代の文献資料にみられる刺繍
毘逮年周目 本文 袋包 物
廷庖12.6.11 噂涼目録／】甚大寺飽鰐申噂滋寄寓等$／｛中略） 鎌銭信 曹k/Wi騒八爾
弘仁2.9.25 弘E仁S章一二年面九包月廿丸五寸一日資分紺、勘宵錫a銅－‘4銭E箱J、｛中納崎鰻~. 縁組鰻 錨
il, 箱





文句支.l!B祥 后鐙後以曾妙遺｛巧多ニ作｝遺｛＝－舗）ニ文．沙）留左門買篠右怠錨不専｛及ー｝鎗｛．ーレ文｝）留逗知経（｛レ三｛ー｝）｝海~入＝店．｛ー｛｛土ニ）．）｝ ． 舗文 留銭3.5.5 




於之是公鎗、衣弱之（子ニ｝、動凶晴｛ニ於｝卿暁｛夢ー於｝．往時 ｛ー｝、 白岡 舗衣 衣
琶膏5 鎗繍式領大同4年大磁今綾 舗 舗檎式領
竃書17年以 動｛ニ｝陸采女等（ー｝、遺｛ニ｝舗飽ニ価、織 舗 鏑幡、前 銀 舗包
豆長3.8.23 a又筒仏僧倫併鎗鼠度界者内院・布畏施司書、園田縛醤［震希］有箪也鍾、 ｛浩IUI)・ 舗仏 優ヨ書店
延長3.8.23 義器貯語量蓄量供錫虫手毎哲品掛A也起組雪Z閣、A守＆告省酋r暗主F器E闇包1: 舗 侵叢E
延長3.8.23 有｛ニ｝録... 覆店組稽．組姐飼金置DI閉館但． 舗 店組稽
大環僅緑観印、舗令稽｛ニ祖｝、著書将事軍｛－稽h督者｛＝｝式檀窓｛ー ｝、 餓 禰信
天塵4.7.23 撃副雪官J翠：：1•Ji露＝~草：~＇鰐I髄~；：~藤!i l 舗 筒
狩衣のたもとに”の形を80て 80τ 狩衣
実徳4.3.30 沈花文J押也物J碩J花ヒ、足組、海J鈎香~下地机盤、． 花綱島ヲ舗ヒ宮，ル 舗。 橿い
其J覆ヒハ花級綬J膏末週＝御J鋳鍾之鋪文ヲ加実包4.3.30 積文 置いフ
天笛4.3.3 州曹舗演のの鏑覆ひ．、青書栂iにτ舗したり.tr盈幡、浅 ぬひ 碩いもの
天徳4.3.30 州を鋪漬~2てtの、机観に色欝芳の足して、膏材遁に御の折桟の織物のfT慰したり ぬひ 置い
天徳4.3.18 あを〈ちば荷物の110に、初・島の自揮を錆びたり ぬひ 宿い
天1114.3.30 稼祖＇押.I物軍J花足、蕗芳J下綿、ヨE乎ヲ舗ヒ脅，砂守政 ヒ、奇書J鶴J地慰． 繍ひ 置い
天宮!J4.3.30 s手2tl持Jピ机＝薗．膏J花芳~下街飢佳之、関舗文ジ有色Jリ材．適ノ覆ヒ＝憲 舗文 置い
実徳4.3.3 その左の散の鮒置置の彊ひに、軍手を繍文したる盟主． ぬひ 覆いもの
天11!14.3.30 彊ゐ信事芳の村議にで、磁の銃後在自由。て、打叡 ICIO 種いは繁拾のaをしたる．
天徳4.3.30 左方の州潰の覆ひに、葦手を舗文にしτaへるIl, 自ひ 碩いもの
































書名 il!.1 年代 毘通年月日 本文 寝包 物 分銅 筏繍 使用者
at （レ｝ 鋸非．中｝賀｛ニ茂レ｛ニ｝右｝綾清有着揖水用｛錦等ニ舗臨｝｛－筆時（ー1祭原．｝使爽（館ー｛後）左．等に所．｛｝ ｛レ｝29 政治嬰略 975 蟹週b 天窓3.2.25 事後者． ｝ '1HI 衣服n衣髭． ｛レ）
不｛左に
30 宇海保物店 980 900 尚侍のIiのIt、ii需の糸毛に鹿島〈さらせ鑓隠せ ぬ砿せ 牛車 生活用品 鹿島 尚侍の廠たまへリ． ｛外国の店｝
くもたす君、
31 字海保物鴎 鈎0 邸調日 宮の御Uニ藍に、冨だす曹、秩の野の形を移し、湾、 ぬUせ 牛車 生活用品 秩の野 女一宮虫、島の路を色々に鍾隠せたまへり． さつ君、すす
曹むし、とり
32 字湾保物店 鈍0 900 いとなまめかしう、さまざまにおかしう、臓にも ぬ隠せ しりがひ 生活用品 店事 女一宮店1-の形をIIU.せたまり
33 宇海保物商 鈎D 割耳目 下.も香の地に薄物量aて、小島、銀などを鑓ひ ぬひ 下値 生活用品 ことり、でふ 女一宮たり
34 字埠保物店 ”。 制）（） 戸口に肩車の裾・週の凡鰻の鑓物したる立てて ぬい 凡錨 生活用品 尚侍の女房もの
35 字海保物店 鈎0 鉱加 蘇芳の信湿の持て出だして、鎗描章、S遺物した吾、 ぬい41 凡組 生活用品 大人の女房凡観ど也、三十人の大人取り館書て、 30人
36 宇海保物店 鈎0 制）（） また、いぬ宮の御方の人に、誌の鋸温に飽物して、 ぬい物 喪曽 衣服 いぬ宮付書店組を紐にしたる三＋入、 ｛女性｝ の女房
37 宇海保物鴎 宮鈎 制加
育幽飢醐Vの亙ど手·~ににー石てkも．ぽf歩向τf司→”の品白か幽E書づ弘六a臨h叩険Sつ金前！；時k櫓z者一網。t即a”ヨに軍怒す4曹tのzべ，…‘号処て日大醐具い~じてZな品.,・ る: た． lbg 御店 生活用品 大宮‘女御もの その他
るに、
38 字海保物商 鈎0 駅到。 ＝の宮取りたまひτ、中納富にさしやりたまひっ 血い 袋 生活用品 店物 尚侍の鳳れば、唐の槌物の袋に入れたり． もの
同物ど向曹におt草すれば．南と函との隅に、観を〈” さし
39 字海保物商 980 嘗耳b にしたる三尺の取屍書凪置書店舗の積書したる御so: たる 栂 生活用品 蹟量、中納雷般の たまへるものどもあり．
40 字埠保物園 ”。 製）（） i豊鎗富錨Eど示も］大入、童、届並みたり．畠ざやかなる Ilヒ 書書家 衣服 大人の女房、、色々 鑓ひたり． たり ｛女性｝ 女宜
41 皇太后佳子担 986 900 寛和2.7.7 瑠宮町の重量に?E得したる査の量生物に、筆乎にて舗へ 血へる 段絢 生活用品 .乎 左方安合 る．
42 小右記 鈎7 鉱）（） 永廷元.4.29 廿後泥丸行法涼草田鍾、．辛、酉望a裳s、量早束御朝云盤S書々E院、具舗云、g阿々a弥、先随后員F土（蹟侵原陪安量子・｝金 • Ri書店 京舷 蘭原安子
43 佐治嬰崎 総8 割）（） ;JcB2.4.14 姐議君義一時軍川点空.主器m控闘1臨訴~，む2晶!~!~ 舗舗 臨 衣服 祭使の量億
44 B:治要略 型自白 900 ゑ跡2.4.1
襲商植手温撃笹《購司竃掴骨Z骨悶宅融 •• 縫い 衣思 策使前の店典侍、
45 B:治製崎 1副）（） 1000 a鴇揚主E【鵠令レ孟》鵠制血駒色帽．議主自既込知乙費こ潤官ま嘩で調』鴎諸棒鋼携回問R・帯・＝繭随自~. 染鑓 不明 掴者
46 東寺百合文書 t倒淘 1000 長保2.11.26清一鶴一北岡宝箇支蔵2鑓E敏物｛置中大焼路錨失）ー物／涜等大溜金／珊仏磁足具ニ五ロ／流企御J盤格1臨鴎況掴盆盛耳大障ヱ寺幅呆公卦十麟鉦六 鑓物 大幅 療敏 官時
47 銑草子 1001 1000 むつかしげなるもの鑓い物の裏 ぬひ 不明もの
48 政治嬰略 1002 1000 衣服令云．｛中略｝並位織却｛ヱ）鋪鏑｛口で困 舗 舗舗 衣服い有｝鎗．
49 政治製略 1002 1000 宥加又宙礼皇（制服ニ則｝令云不錦．橋｛信レ｛中｝．略｝ 若佳鎗｛ニ桶｝檎六位｛ー以｝下官 ｛ー｝加｛ニ｝．可｛レ｝ 繍 鋼傭 衣服
so 御霊関自記 t創M 1000 ’E弘1.2.5 中宮｛陽子｝ニ陵、店段膏酒文鍾、 文a 不明 中宮路子
so・ 御堂関白E 1004 1飢渇 寛弘1.2.5 中宮（I*子）ニ鹿、 m量膏掴文値、 文信 不明 中宮Ii子
関． 御盆関白田 1004 1脱却 寛弘1之5 中宮【彰子｝ニ鹿、店重量膏摺文鑑、 文箇 不明 中宮園陸子
51 小右毘 1005 1似却 寛弘2.3.8 密所有舞事玉7々椅置m由a盛人．左E嘗・E府窟締陪於費等従館鎗、、前軍以様令費金、舞不土銭可求遁－子量a鼠、云銅以l割々下・注I思金~鎗従注舞等上こ人下3E勉館ま沼、で街Eトl 、 金繍 椅 衣服 求子舞人
- 5ー
共立女子大学家政学郎紀要第 62号 (2016) 
書名 商店 年代 毘遮年月日 本文 袋毘 物 分額 u 使用者
52 政治要略 1005 1000 寛弘2.10.19 踏峰（ニ｝千花節鏑之鰻｛ー ｝． 鎗鎗 観 生活用品 千花
53 本朝文粋 1005 1000 寛弘2.10.19 暗成（こ｝千花飽錦之組｛ー ｝。 錦繍 組 衣服 千花｛女性｝
人々の局々にi草、 大物、量やか在る袋すっか‘びつ〈包、、しB、けどE組も「そ眉持、うをてぬじもひっちが秒、唐衣のぬo ao曹む 衣服54 指式節目配 1008 1000 寛弘5.9.11 物、 Itしからぬまでして、ひ曹 ぬい物 店衣、自主 女房
てこぬか主jなど、いひか隠し ｛女性｝
〈ろふ．
鼠1うすもの‘？通Zな置をぬひたり。少将の811.執 衣服55 鋸式節目配 1飢渇 1000 寛弘5.9.11 の1;tむ色、銀、 どを、白銀してつ〈りかかや aぃ 圏 ｛女栓） 底意 女房かしたり．
大式留のおもとのS、店ヨ$：.’l、担山の小伝却をぬ 白いた 衣凪 小塩山のE畠 続式母国毘 1008 1副lO 寛弘且9.15 ひたるさま、いとおかし．大王fl:J!i陸奥の守の饗、 る 店衣 ｛女性｝ 4噌原 女厨E置の宜旨よ．
弁の内侍ずのら.aに白銀の測浜.i置をたてたるしぎ 衣服fi1 縁式高聞記 1008 1000 寛弘5.9.15 ま．め し.aのぬひ物もど、訟が極のよioを 1110物 a ｛女性｝ 訟がえの働 女房あらそ隠せたる心ぽへ．かかどし．
a.a衣のぬひ4却をぱさることにて．舗ロにお曹
｛衣女性盟｝ 58 彰式留日毘 10伺 1000 寛弘5 ぐちをし、袋のぬひ自に白銀の糸を伏飽のやうに ぬい物 店衣.a 伏組 女房
し、
59 提花街商 1邸調自 t脱却 寛弘5.9.11 若宮人"1UB物、銀銅など‘袖づロに置臨ロをし、飯 ぬひ物 E書家 衣服 女房の志右の糸して伏組し、よろ にし g合へり． （女性｝
60 源氏物置 1倒淘 1制加 沈銭信の鋳ひ厳た四つ、積極の高録、麗の斑湿の打豊富に針・J, 回hひ 打愈 生活用品 街敏
岡国より書とはづれ出でたる旅婆り染どのものさ、いろい ぬい 大臣｛光源61 源氏物館 1008 1000 ろの舗をのつ曹づ曹し曹E遺物、錨 草もさる 狩衣 衣阻
方にかしう見ゆ． もの 氏｝一行
62 総式韻目配 1瓜淘 1倒淘 寛弘8 」ヒにおぎのなsじa色をの圏敏の五虫、ざ徒ま、さ葡へ萄か換どのか浮ど舷しの． ぬひ 衣服 女房かた 織りた晶、ao ざま （女性｝
63 御盤関白毘 1010 1000 寛弘7.1.15 傭十五陪島目、、乙打量監、白犬店宮、御鎗五春十野目録、（・中綱崎・）柏其舗後格供、御随、 舗 打怠 生活用品 春野抵、 敦雀良天（皇後｝朱鋼、柏樹
関． 御A国自民 1010 1制加 寛弘7.1.15 ｛レ裏、書打｝c"t五白目｝、叡;t白後担供、御鎗陸容、野情8盛陥・鋼也・高舗原樹遁得銅、｝ 舗 打愈 生活用品 相容、野袖缶舗、 敦雀良天｛息笹｝朱
64 ’i、右箆 1011 1償却 寛弘且9.16i鍛諜諾諾2』舗 lll 生活用品 右近衛府
十七日、壬成、 ｛中略｝俣続内中蔵執1l!由釘々即＠位磁鐙調具、焼a亡liZ 回（曹白65 御堂開自記 1016 1000 長和5.1.17 ー ｛之、見カ｝之磁次銅多以鍵了、 鑓絢 生活用品 後ー粂支店
将来 有其段、本軍鑓物也 が書｝
廿2鎗E一定［l!i鋼目S、注丙こaこ．ま地で酒l符以鹿重量 ｛平割｝注l光g令繍．自．民今眠日、拘鼠束村、
飴 小有配 1017 1000 寛仁元.9.21持器轟t~~＝－!i器提持按t船主鑑長 i舗 符 衣服 菊 石清水之偶人
67 栄花物商 1021 1000 治安元 －妙餓法錨$1tーの、銭条磁舗のを、経S賞典吋金、た‘文ま蕊字ひ玉っごの．と翁決にりE定たしまτかへ＝る也べ衣のかの大らE原ずEに．相、 飽鎗 衣 衣服 例え（女性｝
叶Uじゃ．
飽 小右包 1021 1似加 治安元.10.29祭送f掴E右街近、衛.，，鹿組績中鋳、4冨E椅.徒三倍高爾院出立、回白筋住、 鏑 符 衣贋 春日祭使
69 ’b右包 2位11瓜却 治安売.12.5
主目、乙巳、$繍云、昨日羽S衣白援巴下、参上週et節田虫也衣、念太
仏他等援束、 11曲蝿制之 飽舗 僧容量車窓 宗敏 僧
以鮮明、来有担比者、
穫のl:鞠の三maの御店衣に、自訟ものと野どをろ舗き絡てに見した、 由。 衣服70 大館 1022 1倒加 治安2.7. 鎗にも錨かれたるにやとぞ、 もの 袋 （女性J 数の野 中宮｛威子｝まへし．
色色つの／:1し鈎た．錦．鈎‘店ロ織になど‘賞すべて色を、か舗へ物．手、 ぬい 衣服71 捜花街酉 1023 tαm 治安3.10.13 を り U銀、金のEざロ も：のひ＼菌 紬ロ 【女性｝ 女房銀飼をしたりO ll凡鰻ども色々さま まなり．
72 当陸花物店 1023 t倒加 治安3 か〈て道らせたまひτ、傍しつ折ら枝ひ豊を富書型車い毘たずりれ．It、蘭の樋漫の織物の御凡組に、 ぬ。 凡樋 生活用品 折犠 凡甑
73 小右記 1024 1000 万舟元.4.17鶴野耳鳴君主舗鎗 持衣 衣服 貨資随身




書名 商店 年代 毘述年月日 本文 褒隠 物 分額 舗祖 使用者
絡織そに葡の物み萄つ、日の染たく儀のだし式寝のた有指人り梅、．々S主はF蛤のど店脅、いへばおろかな叩． g紅75 栄?E拘置 103。1000 長元3.4.1 衣‘繍色耳物書されたるl草二は毘ず ぬ0 店衣 衣服 女窃曹、 し、えもい もの ｛女性）
あるl;直衣・抱、あまたtはS狩物衣なaどE、Eいひやる方な 殿よ人‘76 栄?E拘箇 1閃11000 長元4.9.26 曹に、織物、打物、錦、 心ごころにめ ぬひ物 狩衣 衣凪 よ遁節でた〈をかし〈見ゆるほどに、
77 小右包 1031 1000 長元4.9.25審議欝轟霊園 舗 領 衣服 思後
78 小右記 1031 ゅ∞ 轟元4.9.25 今家砲徹、日盤御以金憲、改銀作滋貫色街道巴花録厳所、録祭未不見、よ観誕店下［舗朱之鋼人カ鏡］、監建聞土事日遺之也問g、g、草毛書 館繍 衣臨
かへさにU、村~にτ、待、絢げ寝にど箸もな也、岳、店衣も
79 栄花物箇 1伺3 1000 長元自A 苅物にて、文にほ金をし蹟 をし、心ごころ ぬひ物 唐衣、袋 衣阻 女Bに鎗などか曹たれば、~し なまめかしうをか （女性｝
し．
篇人俊経ー 監のうつ〈し限書取寄っりひろ伊げ敷勝〈を見れ 茸乎、（ば伊ら鋳）潟80 栄花物商 1035 1000 品先8.5.15 ぱ、覇者の淳銀緩に膏書a lすて の海とい ぬひ 打数 生活用品 2匹、 左方み催周療を軍手に舗ひたり．
錐色ネI源割テJ銅浮茸注飢賞手こ軌餓ヲこS、ま｛＝象で7二｝。眼地其到ヲ取以恵ニツ｛ー）テ三銀~陪.，.，ヲト割為以注シツI .:.Il.I祉関白左大臣翻 着 、 J上＝81 温歌合 1035 1000 長元8.5.16 lit .I テ其文ヲ錨パ 鍾う 地慰 生活用品 翠乎 左方
ム （ 階下（ー ｝
S盟E店鰻物などは、 I&より書官らせたまへり．笥た萄り自．信紐のニl孟
82 lR花物店 1閃71000 長座元.12.13 • JP.はに縄打のち街た桟吾、4白書文を鋸晶たり． ぬひ 卸値の 生活用品 梅の針盤 御鍋台紅街、青曹 を鍋物にもし、自由にもIlた もの 艶館館
り．
色聴きれぬほ金して鑓銅し、鎗か君、鍋り．物箇な湿どり、
83 援花物置 1046 1制加 永承元.7.10 いみじうもの荏隠し曹までしつ〈した ぬひ物 持 衣E 心ぱへあるIB: 女房
白血君、梅の剛曹に金して、置編を物踊に鈎もに打も符しをたしりた． ｛女性｝
る人もあり．その心ぽへある
織中る宮物をの温、村女か房自し由までど心、紅々 駕にを織りつ＜ l,たり． 打紅物Eち. 、 薄物に遺な いとおかし苅物に た 衣服84 集花物商 1049 官側到。 永承4.11.9 たるも、舗物とし、銀の水－湿り、 の ぬひ物 かしたる 紅旗 女房a ｛女性）散りj吏ひたるなど、いおかし〈なまめかし．
女厨t革、桜どもに、萌貨の打ちた晶、山吹のニ霊
織物の密着、麗のf1ヨ賀、萌債のSに給曾「心曹ゆ、舗物 衣服85 自担?E物店 1050 1000 永承5.3.15 し、規銅し、ロ置など、目も畠ゃに、 嘗取て鎗』ぬひ物 a 女房
などいふ取咲を、金の具のちひき曹を泊。Jて、 （女性）
にて織の 曹こぼれたるかたをか曹たリ。
血放后政宮合寛仮子名容目 わニれ－冨嵐もて織、のわ鋪物山れ文も、文をとZおにE秩手なのにじ院盲曾に目、k褒を衣、・8・店衣、 み舗 1050 1000 天書4.4.30 ~ 曹 心，bに織りつIt ぬひ 接、店衣 衣服 蕊苧 女房
毘 ら 章、錦の池を窃し‘大沼 もの （女性）JU を絡に錨宮て、
87 前扇贋子歌母厳鎗女合御 10関 1000 永承5.4.26 打段、橿密の浮線鑓に、 9P?Eを舗ひたり． ぬひ 打取 生活用品 卯花 左方
88 前延毘子最Il:殴総女合御 t白O 1000 永承5.4.26 打量、ニ匿の象眼に、白書文をaひたり． ぬひ 打監 生活用品 白書文 右方
89 前BfJ廠女御 10切 1000 永承5.4.26 打E量、翠緑の叡眼にaひものしたり． ぬひ 打愈 生活用品 右方廷子舷鎗合 もの
90 古今著聞. 1050 1000 永承5.4.26 打監橿安のふせんれうに卯の花を箇たり吋り． ぬ0 打E 生活周晶 卯の花 左方
91 古今審問集 10切 官制加 永i<S.4.26 打慰ふかみとりのさうかにfl物をしたり 鐘物 打量 生活周晶 右方
92 本朝銭文待 1059 1000 IJ平22.6 指岡（二｝建周之衣（ーレ｝織。 舗 重E 衣服
醐守問F舟凋号号崎嶋．隠~：厚F醐脚＠吋M叫吋掴劃1”Jのにを袋、し菊沼たのなり ひたるい おかし．物織Q:物ど ぬひ 袋沼、 衣服93 lR花物店 1062 tαm 康平5.9.7 などi孟多＜1 限刻 菊の街館、松 女房
、織物I孟鎗か鼠〈もなかなか ぬひ物 店衣、担 ｛女性｝
わるItれ
94 挟衣物商 1070 1000 同じ色jの歯舷0絡の袋に泡し‘蹟の浮館館のf1衣、『松にと 縫ひ 店衣 ｛衣女性服｝ 殴 fみ径ものJとの 女房のみ たり． もの
81;t、膏曹海賦の浮WI！二、 ti:の岩l:てーの、心賃を金ぞの． 衣服 説し.；：曹に95 猿衣物店 1070 1制加 砂に、自留の温寄せて、港れる径の漂録 aひ物 袋 ｛女性） 漏れた低 女厨aひ物にしたりける
宮島 本朝銀文砕 愉鈎 1000 承保3目227 鶴樹舗厩之下． 館組 廓凪 生活用品織属
97 fl待遇 1086 tαm 。っ四つの集〈 ｛万震・古今・信網、鎗遺｝は岡ぬもののごと にてこころ海よりもふかし ぬもの 不明 例え
鍋 調i?E物商 1088 1000 寛治2.4.21 i!l!Uの褒諸に鎗か書館物L、舗の持者省、宮ひ ぬひ物 襲狙 衣服 官｛!iつ〈すベ〈も畠らず。 ｛女性】
-7ー
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書名 商店 年代 記逮年月日 本文 褒記 物 分額 lltl 使用者
鈎 中右毘 1088 1000 寛治2.11.11器血管開問輯講草諮野問で建 館舗 椅 衣E 近ま・敦季
100 玉高 1090 1似)0 寛治4.11.5 後幡不｛ー＝御｝｛依．寧レ殴近｝図書代周句鎗々高｛原云鈎レ師官｝々通、軍之｝而、日悶寛予治所可四以年之平＋一絹舗怠月＋（｛五ニー｝｝目、、八（ニ｝周 紅何漉 鋪 平絹 平絡 紅旗
101 後二条師通配 10鈎 1倒加 寛治4.11.29周穆回舗殖絢芳、打金衣作也樋地、廊御下餌宿云萄々換、下回、絹地平箱、萄 舗物 平繍 平絹 菊耳語
102 後二条師通毘 1凶21000 寛治6.5.15 雨降迎、之史白来扇云申、也廿者目百鹿仁王曾拘留健、令換鎗爾司、承T、 綾鋪 袈SE 京敏
103 中右毘 10田 1倒)0 寛治7.3.21 t泊／皿割ー御也｛注中六、目崎こ銭、｝こ殿天／ま晴、掴で、I椅割1民m爾注姐：目E人S誕巴々勘路録参之却凪舗、時扇之の館園後金、有銭女定温高院知．旬思又有、過御縛申盆見s回受物之勘、金銀鎗 招待 衣胆
104 笹ニ条師通包 10!抱 官側湖 寛治7.3.20 館下楊標伊金作銅、甘地孔雀鏑也、 舗 平路 平絹 孔省 段下
105 後二条師通包 1093 tαm 覧治7.3.20 中納富敏書館物下鹿、舗繍ハ］木下持、甘地 織物 平錯 平緒 信 中納富億織物也、稽野錦、
106 筑寺前資国財包観蛍察音 1伎M 1000 畠保t 中霊能国間要回忌事，一見f書韓．伸剛議枇 舗 経歓 察事量
107 中右毘 10!掲 1倒却 永:a1.2.20 鹿目廿賀録目、也極前、前調大E僧駆’法正八鍵十密円人以下今．宜僧回取子飼鹿等七製人．是連l!牛．事唐思車立物徒館、旨a之後、誕申 錦鋪 量子量産束 衣眼 宜子
108 中右毘 1096 1000 永長1.2.10 今回大I股割御注餌こ l割注でl錫銅、錨地錨、 I孔缶、打下贋 こま 書邑 錨 平鍋 孔雀 大殴｛筒実｝
109 中右E 1民褐 1000 永長1.2.23 舗人等々様不車可S毘富田＆過盤今、日女遺現慢打、健出闘、金脚止銀錦苛舗後世・L蕊玄・ 鈍鎗 打出 衣庖 女房｛女性｝
110 中右毘 1096 1000 永長1.7.12 明此銀こ外淘月ま之文凪で前涜、l指人‘錦賀々回、舗思作鹿花取土参以、御笛d前董遭筒、圏笠、I割銅成注山糸1島艦紅属、汗、【取割若、注人持こ々 錦織 鍵l! 衣服 花 御前人に々容る
111 中右飽 10!褐 1側)0 最長1.7.13 接此束中、島ー海寝金衣銀、.大織口、歳、冠以店よ庖舗厨a共梅Z、S不笠錨可E山g鳥量属、、 錫繍 符 衣服 図す書簡るを人見々物
112 径二条師通毘 10!裕 1似淘 永長1.2.23 女院御方箇方也、女房打出繍鼠照曜、 舗錦 打出
衣服 女房（女性）
113 宇治拾遺物商 1101 1100 「を蹟し左て衛、門企隠の錦文をを宮つ鎗1ひてっJ°章濁ど兵踊衛る殴．t孟ぬひもの ぬひ 狩衣 衣服 源兵衛IQもの
114 中右毘 1102 1100 康和4.3.20 宵省脅渇謹釘二事情人でI樹i割錫注銅注こl銅こ温以旬ま銀零、で紺l何・京潰組H陸~亀、・海~z.浦ヵ注・1漉．こ文こ1等割ま、注で＇r I 錨 平錨 本文 膏渇注衣E書注ここま
鑓水文等
115 中右包 1104 1100 長治1.4.17 蒔廊茂注下鎗臨こ地倒出こ鎗蝿也ま飽でI割銅l注旬I割1、鋳注北潰こ面こ．｛餓ま街｝で下錨1冨、承虫I，保信l注三玄I年、S有虫孔文前雀句旬申賀l書z、， 鑓 鰭 平事者 孔;ti 廠下＠車庫忠買｝
会議東曳倍キJシ膏カ七子、同ハヒ、ウキ文ウエ
116 鹿屋 1104 1100 :!l治1.4.17
ノハカTウヱJ符ウラ、ウチアヨメ・宇、治ヒ取トヘ白キ書豆、
軍車 平路 平絹 孔竃 会舗厩S
報皆令沼紅通｝色鎗令、飽沼錨年鎗孔缶来御故銅、E車、Z平繍(II錨侮原鍵筒漬賀｛｝観・｝ 平緒、 岡敏原IQ 責｝
117 中右毘 1105 1100 長治2.4.15 小欝倉芳打人夜m＝、入l割、注I割こ注こ1ま自で浮1館館、鍾物色々 文、 箆鵠 打衣 衣服 色々 小禽人愈
118 中右記 1105 1100 長治2.4.17 隠銅で下、1有総出文御~蹴稽I南銀．国l割筒注I割、こ注I割乙】注ま蘇Iで芳r下孔土腹遭缶、節蒔酒I鎗割店地注、銀こ飼こ銅ま 鍵 鏑 平絹 孔雀
119 中右毘 1105 1100 長治2.12.25 令問I割申、注~·割こ給注乙、まこ有でこ文lま明書情で、筑l蒔m飽【銀店勉］、鋸舗飼、館I割、注I割1注鑓1千孔店缶・、 組 紺 平鍋 千島・鶴 忠賀
120 殿鹿 1105 1100 長治2.12.25 今綾I割千日注滋島こ耳‘臣こ旬、ま箇｛中で之略1、｝包平松錯針、鏡l銅割注・千1島総相君臨支E遺"J;物ヲ、翁訟よ針、縫物混 平絹 平鎗 千低晶街、綾孔．雀 忠賀
121 中右E ”06 1100 E承1.4.24 小舎人Ji!A入、紅｛＝打I衣織、物下狩鎗衣、締出、以白朱箆丸文、蕗花笛花付之、 衣 I 狩衣縄 衣服 丸文｛白糸｝ 小舎人量
122 中右毘 1106 1100 高承1.4.24 手貧銀富、下温I割籍注、1宵割色．以賀糸で鍾1克文、ニ藍下限、I注ここま 鑓 衣服 丸文｛鈍色｝ 手銀
123 中右E 1106 1100 高承1.4.24 銀色、葡蘇芳狩衣締、 i釘衣、以色々 糸鎚丸文、 I 何百E 衣服 丸文（色々 糸｝ 鎗色
124 中右記 1106 1100 高承1.4.24 取【割物注淘こeこ冬ま遇で政1書牛衣飼、同組丸文、 I割注1皆衣打、章、 I 衣 衣服 鎗色
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平安時代における刺繍用途の変遷
書名 商店 年代 u年且目 本文 袋E 物 分額 u 使用者
125 中右記 ”。喧 1100 高承1.4.24 牛飼量、笠｛爺、衣｛抱、極欧・冬時打島、以書貿館糸｝fl.）車、 ｛海底、寄鎗、｝ 、 a 赤衣 衣服 0:冬 牛飼量
126 中右飽 1106 1100 B承1.12.17 援時後束釦活常用、孔雀蝿錨銅、債銀鏑.a孔缶、賀茂店御錫云々 ‘ I 緒 平錨 孔雀 忠遇
127 殿座 1107 1100 高承且.4.16 智芸~~接調M接官~！＼戸空i明暗：~1弘雲盟l主税L主量喜哩2融i I 狩衣 衣服 獄各 銀色
128 殿鹿 1108 1100 天仁1.10.21E罰塗FこMこ規3ま震Eで1錨晶援J己ぷ：：rk~ S直 縄衣 衣服 賞色窃文 手銀
129 中右毘 1108 1100 天仁1.11.1 容目祭偶、｛館且．｝濯、鼠接、下東人館E中E店将耳殿舗目鎗令勧‘過仕盤給鏑、極t、・km布打衣四位五n人以 打摘賀、 錦鏑 S書束 衣服
130 中右毘 1108 1100 醤承3.4.24 ニ紅藍狩衣織物狩衣、締以白糸縫丸文庫花、結花付之、、下鎗出衣 鑓 狩衣 衣E
今日館東‘でヒI割ヘ】t割注キ注のこl下こs店ま縄、で衣半l、冊紅ニ、灯盟補自締鎗、符自釦‘餓常I如、割常注｛中、I 崎｝131 服屋 1109 1100 天仁2.4.26 随身四人 I舗割 I 狩椅 衣服 山吹丸文 随身山吹丸文
主主ここま
132 廠鹿 1109 1100 天仁2.9.6 母銀今E笛日E上宿持文虫御優、鍵曹子息高固岡調有館平院事組、母、旬屋1割貫箆注録土こ属aこ、a周まE書場で御1l割髭注東1信賃、 I 箇上慰 生活用品 竃：x
133 服屋 1109 1100 天仁2.9.6 其l割上注盛こ岡こ座まーで敏1l割注1以白糸鑓之、以探糸槌文 ・IX よ愈圏直 生活用品 文｛稼糸｝
134 Ii! 11(淘 1100 天仁2.10.22 宵朽寝半比・下回、卸車副八人廻‘倒縄衣箇寓文、 書量 縄衣 衣服 寝文 御車岡
135 中右毘 1112 1100 実永3之自 今作贋花過夕廊鳥怨形下、也蛾中、錦納各鋪冨之股‘耳護凪遮草．諸御不図l可‘三膚腸条有計、打（.”J錫．貫宥、 ( . ) l! 舗踊 E書家 衣服
136 節妙 1115 刊∞ 永久3.2.9 錨平信栂々• I 永久三＝丸内大臣ー忠温ー押賀． 鑓 摺平錨 平緒 鶴 忠遇繁鑓平路白鶴．
137 眉墨 1115 1100 永久3.9.21 朱半で1魁部御上車旦、I割｛白注河1法血｝ λ御在自組北物缶、百I割円 ｛中崎｝御下館、 注ここま 鐙物 辛抱下御.率・ 生活用品
138 飾抄 1115 1100 永久3.2 紺紺地地平平館錨構々． ｛中崎｝／同zニ朝銅．斬大納曾．孔雀蛮絵． 平鰯 平緒 孔省蛮絵
139 朝野IHl 1116 1100 永久4.7.12 鎌額可制I（~中：｝旨略七着｝／用箇ー条（ー／錦太｝繍政事．官＝府虫館検物S衣F迎服使，ーI切際不事漉｛レ飽） 錦繍 衣服 衣服
街a割地注｛平ニこ｝組こ織留ま鎗々で°（ー錨永｝地久也平四．絹正．一以．廊｛＝下｝I自割給注l(.!'j賓 薗自絵、孔鑑、140 飽妙 1116 1100 永久4.1.1 鑓 平錨 平路 ‘、 司邑寺、 忠実
梅丸.x
141 朝野癖院 1116 1100 自訟にニ｝千金蹟店舗衣｛ー） 金WII 衣店餓衣
142 朝野lllt 1116 1100 以｛ニ｝錦織｛ー｝為（レ｝衣． 錦鎗 衣 衣庖
143 朝野書事館 1116 1100 着（ニ｝帽子｛ー｝箇｛ニ｝桶鎗｛ー｝． 舗 桶徳 衣服
144 御座包罰毘 1119 1100 元永2.6.2 同面慰丈文薄物、有下鎗、以白糸鎗小島等、 I 面殴 生活用品 小島
145 節抄 1122 1100 保安3.2 錨8地温平I絡割得注々こ．こま｛中で路Jl保紺安池三平ニ絹朝．a鍾．白厩血下併也l割．注1 鑓 平錨 平鍋 白島 怠温
146 白妙 1123 1100 保安4.3.3 活忠緒通鶴平訟錨t割綾織千注々．島こ相こ（中変ま崎也で）！J寓保慢安国四信三三｛レ衛｝問下自．l稼割勾注平I 喝平緒 平緒 量ー後 忠温
147 白妙 1123 1100 保安4.10.15 鑓録貧平E鳳錨J割揖．注々i~中過略I割／注保こ安こ回ま＋で~玉平大紐’E稼・唱~－ fl 平錨 平緒 償鳳恩 忠遇
148 飾妙 1123 1100 保安4.3.11 飽a紛地｛平ニ｝縮閤葦織身乎々．（ーt中）．略之｝保後安申圏（三レ十｝度ー。斬関錨地白平令絹｛レ．｝ I 平繍 平鎗 軍手
149 中右民 1129 1100 大治4.1.1 右fー大－｝飾臣也剣．Z代量$驚換．叉絹於以｛｛ニニ）｝舷糸政｛門ー内｝鑓｛ー｝｛ニ曹｝鳳｛レ昆｝ 鑓 平路 平絹 且且
150 本朝焼文枠 1130 1100 大治5.1 偉恩｛＝ニ｝錦織於買匡之衣｛ー ｝． 錫舗 衣服
151 本朝鋭文斡 1132 1100 天承2.1.20 則鎗｛ニ｝餓舗於何時｛ー ）． 鈎繍 不明
152 本朝鏡文枠 1135 1100 保亘1.7.27 文翁事E組．傷女功者也． 文銅 不明
153 白妙 1136 1100 保廷2.12.9 錨注雀平！錨E宇8鶴治岱．也々！割：中注翻略注こ｝こζJまζt車でま延lで二稼1＋餓ニ平丸錨佳．大［l!i医S注．i'割孔 平絹 平繍 孔雀
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共立女子大学家政学郁紀要第 62号 (2016) 
．名 百庖 年代 記述年月日 本文 袋E 物 分額 笥鐙 使用者
154 筒妙 1136 1100 保亘2.12.13 錨注a地If平＝時｝錨内梅繊大虫々臣~【中！－略割｝注b保こ量こ二ま十で二l十聾三申事．紺泊左泊府平絹I割． H 平路 平錨 梅丸文
1鑓 飽抄 刊381100 保亘4 錨沼平産錨．舗錫錨＂＇·甥．（中録略舗｝平／穏~延a四J'，Bー千廿島三4宇Eど治．左府 H 喝平信 平絹 低飽千島
1弱
llt’ 1138 1100 健筆4.2.3 沼相平錨土揚I.々．｛中崎） I健涯四三三容目観．宇治丞 ltll賀思平錨． 舗平緒 平絹 寅鳳
157 包由島 1141 1100 ゑ治1.10 覇4軍E糸S毛I事割注I中有略｝（レ＇i：最舗泊先I割＋注mこmこ－ま｛中で崎l】鶴来 鏑 下.生活用品 ,S、せぐみ
158 箇~ 1151 1100 仁平日.26 笥（1平注錨｝揚宇々治。．｛中I銅崎注｝こJこ1仁ま平で完l'i!.銀骨銭穴賀内鳳大Z巨F錨大宮． 平錨 平緒 賀且
B震：長：~当島明事作郡鑓品相品臨指長1出言議~~得f鎚墨~ 覇軍軍159 虫歯鯵 1156 1100 保元元.7 a 平錨 平錨 貧卯花夜孔悟雀燕墨色画F々店
花
160 節妙 1157 1100 億元2.11.8 但mハ鈍平三色鋳絹際｛分隠鈍レ｝侠闇色S銅帖之Z時敬枯｛周、レ（保｝レ｛レ｝之元｝二之、之十、鋸、自E四：回廿ニ＜1之八，.人、普持間中通舗周山平毘｛鍋｛レー園｝、｛之ー、, 、 鋪 平絹 平錨 鋸
161 飽妙 1158 1100 保元3.6.9離号潜君主事 箇 平信 平錨 明 E 温It朝臣ーa十六一
162 笹JI[厨抄念館尉髭’161 1100 思保元 躍t：件益目諸包軍間耳島民周f，鼻：巴間描管室二世【~I，話，占語~；~品警i a 不明
163 11抄 1167 ”∞ 仁安2
気撚省笥人掴【ーに】a悪平m鍋m也平．説絹禽也（－輔）.，~：安設二慮包 舗 平錨 平鍋 小島、小事、竹銅
164 簡妙 1167 1100 仁安2.1 舗、鐙 平紐 平錨 遺白梅山小径
女房田＋な入じ材、湿みな膏竃り．芳べ村寝、泊錨温、にを密唐仰着衣し、 唐はど花衣し合結、鍵びひの、た眼組リ
165 たま曹はる 1173 1100 承安3.10 みなおな に 白い 褒店曹衣、 衣服 女房物、置書物、企を な もの ｛女樹
曹．
166 た車曹はる 1173 1100 承安3.10 局局のざ按ま佐の凪、裕誌、を釘衣、帽子に鑓物、土、型木に ぬひ物 帽子 衣服 鐸仕きま して、なべでi＝人づ、晶り曹． ｛女性｝
167 たま曹はる 1173 1100 承安3.10 Bilぢ、宿り、さらにも宵Uず．袋にもa舗をし‘ 自い 8 衣服 鰻仕金をさえ琶べτっ”などした”曹． もの （女性｝
金、創立ど創と聞こえしかど、身寄舗めτ、磁り
たる人人多かり書．匂ひ尽〈し、み物なざ材、ま漕鑓の心‘物み心． な ぬい 衣服1関 たま曹隠る 1176 1100 安売2 鎗め付Ct、みな飽．みなI!館、置宮 鍋 もの mね鎗 （女性｝ 女房の島宿り、舗の袋、唐衣、徳、さま まの心心見
ぇτ‘Ctしからざりし．
中圃吋＂t·、回l,~ヂB：：翠e書どS店おτま：~いtt務；；’－関2”仇傘2君”iし~e困箆珍払：＝誌t備＇~fな置sる， 浮か 奇書ぬ 衣唐の衣複 衣腹169 たま曹Ii?, 1176 1100 安元2 生ど 緩の攻、筒 女房
きE車 0 袋の鹿 ｛女性｝
小鏑
色ふしを．人にまさらんと心を辱〈したりし．
170 た章者c:る 1176 1100 安元2 ~唱付w町IJ~払《·~凪a弘：渇~ぽA田悶：i 瑚．園3叫L冊”H、一のU抗冷お.；酔舗b臨・．盆酷：民：叫みu時同ζ(I:、eれ・ん前よ－ζ町e・帽1,1軒町t~ aみ 唐衣 衣服 ”の丸 健｛女御房前｝ 【女世）
浮錨a貨aにの、尾と花こ色ろのどこ臨ろ教の舗の草に紅めをつので釘た〈してEーひたる




書名 西暦 年代 毘述年月日 本文 袋毘 物 分顕 槙舗 使用者
172 平i!I物置 1184 1100 得永3.3.7 三る位糸の中将の~日の量産＊には‘かちにしろう貧富をもっτ事事千島白うたる白盛 血う 回盛 衣服 千島
173 平窓物箇 1184 1100 元座元 2.9 観賞にIlぬうたる底値に、色衛づ官竜〈匂りのの鐙太!f刀てを、鍬彩うッたる甲の錯しめ、こが は曹． ぬう 白昼 衣服 旬 敦盛
文治2.4.20 さしも本朝、演土の妙なるたぐひ除をつくして、 法血の事L母174 平家物語 1186 1100 錦積 御衣 衣限 の銀、問ilごろ 銀店舗舗の魅もさながら夢になりにItり． の肉侍
175 節抄 119宮 1100 宿中縁鶴老組銅山平人，＇割用a錨注慣（［ニ1孔：省注官s官z。こ平Iこl割繍割ま注｛ーでこ：こ例ま。で＇1：遣内久関大三白臣正．。一I割拝割注礼注1I 。 鑓 平絡 平絹 貨孔雀 中山忠観内大臣
176 政治要略 1001 800 0長Z保元康3.聞12.89.1.16 繍脅不｛レ｝在｛ニ｝聡限（－）， 舗者 不明
鴛討作旬》随布睦蝿~銅｝鍵周草・4書官e軍~巷盆aζこま間でa部1:i-《叫 孔雀．尾長島、177 鎗妙 不明 舗 平絹 平錨 露竹穂店．、凋花但．、貸鳳四島凪季神、
妙物
178 節抄 不明 醐主罰d閣~I押臨持＜＝》】益棚哲事語】E号1-l'，審E平絢胃結E多重．己審，乙雪胴ま争凋で印1【Fレ古3局地2品. 、舗 平Il 平鍋
179 飾紗 不明
温忠醐車自＜＝抱浩j品平明岨H猫重｛~（随量·A，，睦銭a問】輔→高貧t困レ也降醤】旬車習錨盛結グに同意主…晶［1踊主盆醐基こ｛ー這こ説｝ま周で棚1と：＝降;)~ 》銭、繍 平絹 平絹 綱竹着小草小忌文
180 鏑抄 不明 周見研木（勉レi＇割之注徹、1舗、予剣｛瀧ニ［割｝東注軍紅l梅草窓白遭l梅割方注等こirーこ注｝まこでこlま容で1 f.l 平舗 平錨 紅梅白線
菊健脂紅旗
181 白妙 不明 組、踊 平絹 平鎗 萄枯野
慣萄萄飽白胞葡
脅蘇紐芳打也｛中．崎｝ ／ニ貝平｝酎治下秘｛鎗ー記）日。（ー．球）赤。又紐何厩．二｛浪周レ打｝（ー貝＝二持｝． ー
182 簡抄 不明 有 捜 鑓物 Il組 不明
只物所（ー々｝押． ｛ニl fl 
183 後関傘院l!H書不明 話i~空g空a』~！器111回:t＜旨想鵠：！出i量~す品話錨器品晶%、』繍者 平錨 平組 .乎東妙
184 物民義束抄 不明 宵沼！割ー 注lI也錨I地ニ以（ニ）白l糸（ー ｝鍾｛ニ｝綱竹 割注ここまで 箇 平鍋 平錨 栂竹
185 本朝文粋 不明 . ｛糸｛ニ偏｝に鈴伺起｝臥鐙而［ー直｝ ｛ニ｝俊春枝 ｛ー ｝．安調以置 。 鑓 不明
186 朝野lfll 不明 a舗各｛三ニ＝｝文観自在普寸~E像＝舗｛ー ｝．高各五丈困尺．八尺回 I 観曹薗自在像 百詩舷
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JapanKnowledge, http:/ /japanknowledge. 
com, （参照2015-09-25)
22）板倉寿郎、野村喜八、元井能、古川清兵
衛、吉田光邦監修『原色染織大辞典』、
i炎交社、 1977、p.920
23）物語の成立年代については、日本古典文
学大事典編集委員会『日本古典文学大辞
典j、岩波書店、 1986を参考とした。
24）「ある説では、裏を付けた」とも記述さ
れているが通常平緒に裏はない。
25）松村博司『栄薬物語全注釈 2J、角川書店、
1985、p.374
26）伊藤信二「繍仏Jr日本の美術J470号、
至文堂、 2005、p.28
-19ー
